
【 From Kobe  2014.11 月 】 

 11月になり、朝晩めっきり寒くなって、周囲の木々も色好き始めました。 

 例年になく寒くなって、ここ数年 紅葉の見頃が随分遅くなってきていますが、今年は紅葉も早まりそう。 

 11月中半に 十数年振り山仲間の同窓会を神戸でやることになって、紅葉の六甲から有馬へ行くことにして 

いるのですが、 それまで 紅葉があるだろうか・・・と心配。 

例年になく同窓会が目白押し。そろそろ体力も限界 「今でないと・・・」ととの思いもひとしお。 

多くの仲間に出会えるのが待ち遠しい。 

戸外へ出へかけるのもよし また 秋の夜長家でのんびりとするのもよし  

そんな今日この頃 元気に過ごしています。そんな 神戸の秋 ３つ 

    1. １０月８日夜 皆既月食  東の山の上高くに 赤い月 

    2. 久しぶりに疾走するモーターボートレース 2014.10.16. 尼崎センタープールで 

      3. 折込んで 小さく平坦にできる紙バック その折り目はとでこに ????? 

                      秋の夜長 トライされては いかがでしょうか… 

1. １０月８日夜 皆既月食  東の山の上高くに赤い月 

東の山から半分かけた月が登り、さらに欠けて 皆既月食に。 

天高く うすぼんやり赤いかげだけの「赤い月」がみられました。 

    

   
             皆既月食中の赤い月                皆既月食中の赤い月をちょっと大きくして合成 

大門武彦
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



2. 久しぶりに疾走するモーターボートレース    2014.10.16. 尼崎センタープールで 

 

秋の午後ふっと阪神電車を降りて 長いこと入場したことのない

尼崎センタープール競艇場へ 

 昔のイメージとはびっくりするぐらいきれいになっていた競艇場  

男の格闘技 カラフルなモーターボートが疾走 

凄い迫力 これは病みつきになると・・・  

スタンドに座っていると いろんな思いが次々と・・・   

こんな秋も  

 

 

  

子供の頃 市の財政改善と学校施設の拡充のために始まったボートレース。 街中を色々な人がい行き交い、 

町中に轟音が響き、５km 以上離れた家近くでもその轟音が聞けた。 教育上悪いと競艇場の周りは目隠しされ、 

唯一阪神電車の駅から眺められ、電車に乗ると尼崎センタープル前駅で降りて眺めていました。 

そのセンタープール前駅も改修され、駅からも目隠しされ、わずかに武庫川を越えて駅へ入る手前の高架から 

わずかに見えるのみに・・・・。 

でも 怒られながらも 仲間と連れ立って 駅構内の金網越しに轟音を響かせ、疾走するレースを見に行ったもの。  

 ちなみに この阪神電車の「尼崎センタープル前駅」 かつては日本一長い駅名で有名になり、また この周辺は線路 

と電車が並行していて、駅間隔の短い阪神電車の売り物「普通電車 ジエットカー」 がスタートダッシュよく センター 

プール前駅を発車する姿が有名にもなりました。 

戦後 ５０年を越え、街も大きく様変わり。次々と構想の建物も立ち並ぶようになって、このモーターボートの騒音も聞こ 

えなくなってしまい、遠い記憶の中にしまい込んでいまいましたが、 

電車から眺めるごとに、きれいな施設になったのに 人はガラガラ 「あかんようになったんや・・・・」と一人思い込 

みつつ、一度スタンドに座ってみたいと。 



  

                 尼崎センタープール 競艇場 入り口と周辺 

今回行ってみてびっくり、もう 戸惑うばかり。 駅から競艇場入り口まで 長い渡り廊下が伸ていて、駅の改札機と同じで、１０

０円硬貨１枚入れるとガチャンと開いて、入場。舟券はみなマークシート方式だとおっちゃんが教えてくれました。 

競艇場内は本当にきれいに整備され、かつての殺伐とした風景などはどこにもない。 

立っている警備員の人に「写真撮っても大丈夫???」と聞くと、「顔にさえ向けへんかったら 心配いらん・・・」と。  

食堂もレストラン キッズルームもあるし・・スタンドは総ガラス張り。これで分かりました。 

 阪神電車から見て、心配していたガラガラのスタンド。みんなガラス張りの中にゆったり座って観戦しているのだと。  

( 平日でしたが、ガラス張りの中はざっと８割ほど。  やっぱり スナップ撮るのはやめときました ) 

  

メインスタンドは総ガラス張り 空調の効いた大空間 

でも やっぱり 迫力は 外のスタンド  疾走するボートの上げる水しぶきの迫力はすごい。 

 

 

 舟券を買わないなら１００円のみ  レストランもコーヒーもゆったり飲めるし  

ゆっくり過ごせる空間に。今 モーターボートは判りやすいので 

人気なのだそうだ。 でもギャンブルにおぼれぬよう。  

晴天の午後  レースを楽しんで 元気をもらって帰ってきました。 

                                                     2014.10.16. 午後 

外のスタンドはまばらでも ガラスの中は 

満員に みんなゆったり楽しんでいる  

プールの向こう側は目隠しされた 

尼崎センタープール駅 



     3. 折込んで 小さく平坦にできる紙バック その折り目はとでこに ????? 

                  秋の夜長  トライされては いかがでしょうか… 

   

秋の夜長 家内が 紙バッグを前において、紙と鉛筆を持ち出し、ああでも

ないこうでもないと紙バックをひねくり回している。知人が紙に略図を書い

て持ち込んだ難題 本に書かれていたのだそうですが、ごく普通の紙バッグ

を折鶴のごとく折り畳んで小さくしかも平坦にする。イタリアのデザイナー

がこのアイデアにヒントを得て、四角の革を並べて、それを折り込む形で作

りこんで革製バッグを作って大ヒットをしたという。 

でも、その折り方というか、作り方がわからぬという。 

インターネット開いたり、色々ひねくり回していましたが、家内もお手上げ

で、相談に乗れという。 

 

いくら眺めててもダメよ、四角形をつなぎ合わせた展開図がこんなかなぁ   こんな形に平坦で小さくなるバッグ ??? 

後は同じ形で紙箱を作って 立体的に織り込んでみないとわからん。  

折鶴も折り込まずに図面だけで作った人は天才。  

菓子折りや駅弁の折箱などを製造しているメーカーに行ったらわかるやめ

なちぁ・・・・と。 

宇宙に広げたアンテナもそんなアイデアから生まれたと聞く。 

夜長ひねくり回して ああでもない こうでもないとひねくり回してやっ

とできました。 

ヒントは 元の四角の紙箱を上部と下部二つに切って分けて 同じ折型に

なるように考え、それを張り合わせる。 

これで 夜長二人で 箱型をひねくり回して 出来上がりました。         箱型の基本展開図 

イタリアのデザイナーが作ったのと同じかどうかわかりませんが、面白かった。 

   

     上部側の折込    上部と下部を張り合わせ           下部側の折込 

相談されてできたので良かったのですが、本当の所は瓢箪から駒。「見たり、聞いたり、試したり」です。  


